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水曜ナイター 19:00～21:00 

朝昼コート一覧（土/日/祝日） 

 第７回 運営委員会報告 
2006/8/6  柳泉園会議室 

９月のコート 

■松井会長 

・8/26(土)、七中の草取り及び清掃に協力をお願いします。 

・柳杯実行委員の皆様、ご苦労様でした。 

■武谷副会長 

・7月の市町村大会で東村山市は二部で優勝。来年一部に昇格。 
・5月の都民大会団体戦女子は三位。男子は二回戦敗退。 

・久米川コートでの試合（太田杯）で周辺住民より苦情。 

路上駐車、コート内での喫煙、路上で練習、の三点。 

これに対し市体協では 8 時前には開門しない事を決めた。 

・9/3(日)、総合開会式に各クラブ 4、5名ずつ参加してほしい。 

■川路副会長 

・柳杯の収支報告、来年度予算案提示。 

※来年度に向け、各クラブからの要望を事務局でまとめ、次回運

営委員会にて総括します。 

■技術部 

・8/13、スクール二期終了。三期は11/5 から開催予定。 

■会計部 

・来年度予算案作成のための資料を提示。 

■広報部 

・8月号掲載の高校コートの日付訂正。誤 10/11 → 正 10/15。 

http://www.higashimurayamatennis.com/ 
http://www.higashimurayamatennis.com/i.html 

・柳杯の写真撮影に部として取り組んだ。 

・携帯電話用ホームページの更新を始めた。 

◆久米川コートの整備請負について 

市民テとしては、来年度以降、請負う意思を表明し、体制を整えて

いく（決議事項）。ただし事故が起こった場合の対応、実際の整備

の内容など、契約内容を市体協に確認する。 

◆来年度の予算について 

会計部提出の資料を基に、会費の値上げを見送った場合、コート使

用料値上げに対する対策、如何に支出を抑えるか、など活発に議論

が行われた。各クラブ会長は会員の意見をまとめて事務局へ提出、

各専門部からも経費削減案を提出することとした。 

会員の皆さんも積極的に意見を出し合い、クラブ会長までご意見を

お寄せください。 

◆その他 

※市民大会期間中、10月も代替コートは確保しません。 

※市民大会後、例年通りテニス連盟より大会使用ボールを購入予定

なので、普段の練習試合ではこれを使用してください。しばらく

ニューボールを置かないこととします。ご協力お願いします。 

ナイター練習会 

★萩山 9/2(土) 19:00～21:00 A.B 

★青葉 9/9(土) 17:00～21:00 B 

★栄 9/16(土) 19:00～21:00 A.B.C 

★諏訪 9/23(土) 17:00～21:00 A.B.C 

★美住 9/30(土) 17:00～21:00 A.B.C 

※久米川改修工事のため 9/15まで使用不可 

※大会のため使用不可 

9/2 恩多 

9/3 恩多（午前中） 

9/10,16,17,18,23,24 恩多 

9/24 久米川 
美住七中練習会（予定）9/10(日) 13-17 
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工事進行中。どんなコートになるか楽しみです。 

携帯用 HP の QR コードです。対応機

種をお持ちの方はお試しください。 

 



夏は合宿の季節、各クラブそれぞれに楽しみ腕を磨かれたことでしょう。私も８月１９日から山梨の石和での合宿に出かけましたが，本号は合宿レ

ポートが主体となりました。参加された方の思い出が詰まっていると思います。さて、皆様は全英オープンテニスをご覧になりましたか？私は，寝不

足に悩まされながら随分見ました。たまたま、妹がウインブルドンの近くに住んでいることから TV を見ながら電話し天候の状態を聞いたりで、思わ

ぬ所で兄妹の交流が出来ました。これもテニスの効用でしょうか？（内輪の話で済みません） 萩山クラブ 栗坂秀夫  
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編集後記 

 
 

 
「青葉クラブ合宿あれこれ」 小 池 邦 彦  

 
一週間前に梅雨は

明けるはずだった。少

し不安な気持ちで迎
えた７月２９日はそ
んな気持ちを吹き飛
ばす快晴だった。去年

の合宿で地震の揺れ
を感じたクレーコートは、今年はもう無くなっているらしい。（別

荘というよりはごく普通の住宅が建っていました。）場所は、昨
年と同じ軽井沢サニービレッジではあるけれど、ハードコートで
の合宿となる。足腰への負担が大きいのではないかと思う、これ
がもう一つの不安材料でした。 
さて、参加者は日帰りの３名、初参加のＷ辺氏ご夫妻を含め１

９名。まずはコートサイドにパラソル，いす、クーラーボックス

等を設営。一汗流した後にグビグビと一杯できる態勢を作り、準
備万端整え、ラケットを握る。軽井沢ではボールがよく飛ぶので、
力加減・回転加減を軽井沢モードにいかに素早く合わせる事がで
きるかどうかが、この後の試合結果にひびく。というのは、表向
きで、一番こたえるのは、よる年並と飲み過ぎ。如何に体力を温

存し、如何にアルコールをセーヴするかが、勝敗を決するのです。 

２度３度と雨がぱらつき、軽井沢はまだ梅雨が明けきれていな
い。丁度昼食時ではあったが結構な量の雨にふられた。しかし、

そこはハードコートのいいところ、雨雲が去れば、トンボの様な
水切りでキュッ、キュッと水を押し出して、すぐに再開ができる。
実は、足腰に負担がかかるほど走り回る事も無く、あごが上がり、
ビールにエネルギー源を求めるプレースタイルでは、雨に負けな

いコートである事がありがたかった。そんなこんなで、紅白戦等
こなした後は、評判の良いサニービレッジのディナータイム、更

には、幾多の伝説を生んだ（ほんまかいな）夜のミーティングタ
イムへと突入し、軽井沢の夜は更けて行くのでありました。 
今回のサプライズは、初参加のＷ辺ご夫妻。テニスばかりでは

なくスキーに釣りにと一級の腕前ながら無口なご主人、アンド、
その代弁者で、昨今、俄然とテニスが楽しくなってきたご様子の
お料理上手な奥様が熱く語るクラブ運営論。Ｆ岡氏も合格印を出

した新基軸。 
この新機軸が実現するかどうかは別にして、お互いの知られざ

る一面の発見は、私にとって、テニスの上達以上の合宿における
成果と言えるのです。 
久米川コートとは違うテニスの世界が合宿にはあるので、機会

があれば、是非、合宿に参加してみましょう。 
 

「諏訪クラブ合宿記」 若林 尚昭  

７月２９、３０日の両日、諏訪クラブの合宿を行い、総勢２３
名の参加であった。例年であれば、梅雨が明けており、天候の心

配は全くないのですが、今年は梅雨明けが遅れ、前日までは雨天
の場合のイベントも考えながらの合宿となった。当日は東村山も
曇り空であったが、現地に着くと梅雨明けを思わす快晴で全くの
杞憂であった。 
当地の合宿も３年目となり、受付を済ますと、軽い食事を取り、

早速練習開始。午前中は球出し練習、午後は親善試合。柳杯の優
勝の勢いで、意欲的な練習。来年の太田杯、柳杯の二冠を目指し

ての真剣な練習を夕方まで・・・。 
練習のあとは、ホテルの温泉で疲れを癒し、夕食はバイキング

で舌鼓。終了後は恒例の宴会、今回は本町の人達とも親交を深め、

楽しいイベントで夜の更けるの
も忘れ、飲み且つ語り合う。 
翌日は、４組に分かれての団

体戦で総当り、夫々のチームは
豪華賞品をゲットせんと熱い戦
い。終了後は賞品に当たらなか
った人達にはターゲットテニス

での賞品当てと盛り沢山のイベ
ント。その後も時間ぎりぎりま

で練習試合をする人達もいて、今年の合宿は終了したのでした。 
来年も今年以上の楽しい合宿にしたいと思いますので、もっと

大勢の参加を願っております。 
 

 

テニスに関する書籍について調べてみました --- H.K. 
 
市民テニス会員諸氏はテニスが好きで会員となり、それを楽し

んでおられる筈です。私も、その一人ですが、残念ながら一向に
上達しません。しかし、それでも良いのです。何故ならば、テニ
スはプレーを楽しむだけのものではなく、いろいろなことを知る

ことが出来るからです。私は、デザイン関係の調査研究が専門で
すが、その延長線上で、テニスの書籍について少し調べてみまし
た。東村山市立図書館へ行くとテニスに関する本が数多く揃って

います。 
これらは、著名な作家によるものと、テニスプ

レーヤーやテニス界の方が書いているものの二

種類に分けられます。前者の代表が深田祐介著
「さらば麗しきウインブルドン」（文芸春秋）で
す。これは、戦前男子の世界ランキング二位と
なった佐藤次郎選手について、詳細に書かれた
ものです。佐藤選手はヨーロッパ各国を転戦す

るほどの技量、実力を持ちながら、デヴィスカップ戦の重圧に耐

えきれず、昭和９年３月、箱根丸の船上からマラッカ海峡へ身を

投げた悲劇的な最後を遂げましたが、日本男子テニ
スが輝いていた時代を知るためにも一読をお勧め
したい本です。 
次は、最近は「１３歳のハローワーク」を始め話

題作を著している村上龍氏で、自身がテニス愛好者
であることから「テニスボーイの憂鬱」（集英社）、
「テニスボーイ・アラウンド・ザ・ワールド」（講

談社）、「快楽のテニス講座」（講談社）などの著作がありますが、
どれも力作で一読の価値があります。（村上龍氏は武蔵美術大学
基礎デザイン学科に在学し、本来ならば私の同業になる筈でした

が、作家を志して中退をしています。私の親しい友人が同氏の担
当教授でしたが、テニスの腕はそれほどでは無かったとのこと。
腕前と書くことは関係が無いのですね。） 
テニスプレーヤーによるものでは、「沢松奈々子テニスレッス

ン」を始め多数あります。基本やルールを学びたい向きにはお勧
めです。雨でコートへ出られないとき、時間がある時は、頭の中

にテニスの栄養を補給してはどうでしょうか？ 
 
 

 
 




